
農地の見通しと確保 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地の見通しと確保 

○ 平成37年における農地面積の見込み 

○ これまでのすう勢を踏まえ、荒廃農地の発生抑制・再生等の効果を織り込んで、農地面積の

見込みを推計 

平成２６年現在の農地面積 ４５２万ha 

これまでのすう勢が 

今後も継続した場合の 

平成37年時点の農地面積 

４２０万ha（すう勢）

すう勢 
平成 37 年まで 
の農地の増減 

施策効果 
平成 37 年まで 
の農地の増減 

 

農地の転用 

 

荒廃農地の発生 

△１１万 ha

△２１万 ha

 

 

 

荒廃農地の発生抑制 

 

荒廃農地の再生 

 

東日本大震災からの復旧 

＋１４万 ha

＋ ５万 ha

＋ １万 ha

 

平成３７年時点で確保される農地面積 ４４０万ha 
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